
 

 

  

2 月 16-22 日 

イザヤ 36-37 章  

150 番の歌と祈り | 開会の言葉（1 分）大谷優志｜有川聖七 

神の言葉の宝 
1. 「あなたが聞いた言葉……のことで恐れてはならない」（10 分） 米山英行 

ラブシャケは，エルサレムに行ってエホバの民を脅した。（イザ 36:1，2。洞「ヒゼキヤ」1 項 14

節） 

イスラエル人の意気をくじき，希望がないと思わせようとした。（イザ 36:8。イ-1 386 ページ 10

節） 

民がエホバとヒゼキヤ王を信頼していることをばかにした。（イザ 36:7，18-20。イ-1 388 ページ

13-14 節）   

（上記画像：エホバに仕える人たちは脅されても恐れる必要はない。（イザ 37:6，7） 

 家族の崇拝でやってみよう 「エホバよ，わたしはあなたに信頼を置きました」の動画を見て，学

んだことについて話し合う。 

2. 宝石を探し出す（10 分） 水品安章 

イザ 37:29 あなたの激怒と怒鳴り声が，私の耳に届いたからだ。 私はあなたの鼻にかぎを引っ掛

け，口にくつわをはめ， あなたを引いて，来た道を帰らせる。 

エホバがセナケリブ王の口にくつわをはめたとはどういう意味か。（洞「くつわ，手綱」5 節）

エホバはアッシリアのセナケリブ王にこう告げました。「私はあなたの鼻にかぎを引っ掛け，口

にくつわをはめ， あなたを引いて，来た道を帰らせる」。（王二 19:28; イザ 37:29）セナケリブ

は自ら進んでではなく，エホバの手によってエルサレムの包囲攻撃をやめさせられ，ニネベに帰

ることを余儀なくされました。彼は後にそこで自分の息子たちに暗殺されました。（王二 19:32-

37; イザ 37:33-38）エホバがご自分の敵なるもろもろの民のあごにくつわを掛けることは，それら

の民が，くつわで動物を制するときのような完全な制御下に置かれることを指しています。―イ

ザ 30:28 その方の聖なる力は，首にまで達する激流のようであり， 滅びのふるいで国々を揺り動

かす。 人々は口にくつわをはめられ，惑わされる。 

今週の範囲からどんな宝石を見つけたか。 敵や人間を「恐れてはならない」というエホバの励

ましの言葉は（37:6）を含めて改訂版ヘブライ語聖書に 21 回出てきて、エホバの私たちへの大切

な願いであることが分かる。それはサタンが人を騙してエホバから離れさせようとする方法だか

ら。エホバがご自分に仕える人たちを愛して守ってくださる、という確信を今強めて、様々な恐

れを克服する習慣を身に着けていきたい。（参考：S2206No26_0828_愛によって恐れを乗り越える） 

3. 聖書朗読（4 分）イザ 37:14-23（教励 第 2 課） 滝秀貞 



 

 

野外奉仕に励む 
4. 会話を始める 福永和子 愛込 1-4 安斎麻理 

（3 分）家から家で。「愛を込めて」の冊子の付録 A から 1 つの点を伝える。（愛込 レッスン 1 

ポイント 4） 

5. 会話を始める 石原里佳 愛込 3-5 高橋綾子 

（4 分）日常生活で。（愛込 レッスン 3 ポイント 5） 

6. 信じていることを説明する 柴田さつき 教励 17 吉田明美 

（5 分）実演。イ聖 記事 110 1-4 節 話題: バプテスマとは何ですか。（教励 第 17 課） 

クリスチャンとして生活する 

118 番の歌 

7. 「おまえはどうしてそこまで強気なのか」（15 分）討議。 阿部直生 

「どうして神や聖書を信じているの」とか，「何でエホバの証人になろうとしているの」と尋ね

られたり，そのことでばかにされたりしたことがありますか。何と答えたらいいのか悩んだり，

不安に感じたりしたでしょうか。疑いの気持ちが生まれることさえあったかもしれません。そう

いうとき，どうすればいいでしょうか。 

イザヤ 36:4 するとラブシャケがこう言った。「ヒゼキヤに言ってもらいたい。『アッシリアの王，大王

はこう言っている。「おまえはどうしてそこまで強気なのか。を読む。次の質問をする。 

・自分が信じていることの根拠をはっきりさせるのはなぜ大切ですか。 

「10 代の頃の私 神を信じている理由をうまく説明できませんでした」の動画を再生する。次の質

問をする。 

・エリバルドとクリスタルは，自分が信じていることが正しいことを確かめるために何をしまし

たか。 

・神がいることをあなたが確信しているのはどうしてですか。 

・どんな聖句を読むと，次のことがはっきり分かりますか。 

①エホバがあなたを愛してくれていること。ロマ 8:38,39 

②エホバがいつも助けてくれること。詩 55:22 

③本当に神に仕える人たちに出会えたこと。マタ 5:3-12（幸福な民） 

  

自分はどうして信じているんだろう 



 

 

 神がいること ⇒創造物や聖書からの情報 

 聖書が神の言葉だということ ⇒間違ったことは書かれておらず、人間の必要を満たす書物 

 神が私のことを愛していて，気遣ってくれているということ ⇒この組織や聖書 

 エホバの証人は本当に神に仕える人たちだということ⇒ 神を愛し自己犠牲的に働く人々 

 永遠に生きられるようになること ⇒物理的にも⾧生きできる仕組み持ち、永遠の思いを持ち、 

敵である死がなくなり人間を死に導く罪が取り去られる聖書の確かな希望が有る 

こうしたことへの確信を深めるために，何をしたいと思いますか。⇒他の人に聖書について語る 

8. 会衆の聖書研究（30 分）大 レッスン 62-63 伊藤勇一｜⾧谷川貴史 

閉会の言葉（3 分） | 9 番の歌と祈り 竹林直毅 

 

^ （イザ 36:1-37:38） ヒゼキヤ王の治世の第 14 年に，アッシリアの王セナケリブがユダの防備さ

れた町々全てを攻めに来て，占領した。 2 アッシリアの王はラキシュから，ラブシャケ*を大軍と

共にエルサレムのヒゼキヤ王の所に送った。彼らは，洗濯人の野原に至る街道沿いにある，上の

池の水道のそばに陣取った。 3 すると，家*の人たちのまとめ役でヒルキヤの子であるエリヤキ

ム，秘書官シェブナ，アサフの子である記録官ヨアハが，ラブシャケの所に出ていった。 4 する

とラブシャケがこう言った。「ヒゼキヤに言ってもらいたい。『アッシリアの王，大王はこう言

っている。「おまえはどうしてそこまで強気なのか。 5 おまえは『私には戦略と戦力がある』と

言うが，それは口先だけだ。いったい誰に頼って，私に背くのか。 6 いいか。おまえは，エジプ

トというあの折れかけたアシの支えに頼っているが，寄り掛かっても，それに手のひらを刺し通

されるだけだ。エジプトの王ファラオに頼るなら，皆そのようになるのだ。 7 おまえたちは私

に，『私たちが頼っているのは，私たちの神エホバだ』と言うだろう。だが，ヒゼキヤはその神

の高い場所と祭壇を次々と取り除いてしまったではないか。そしてユダとエルサレムに，『この

祭壇の前でひれ伏すべきだ』と言っている」』。 8 わが主人であるアッシリアの王と賭けをした

らいい。おまえが十分な乗り手を用意できたら，2000 頭の馬を与えてやろう。 9 兵車と騎手のた

めにエジプトに頼るおまえには，わが主人の家来の中で最も目立たない総督の 1 人さえも追い返

せないだろう。 10 私がエホバからの許可なしにこの土地を滅ぼそうとして上ってきたと思うか。

エホバが私に，『この土地に攻め上って滅ぼせ』と言ったのだ」。 11 エリヤキムとシェブナとヨ

アハは，ラブシャケに言った。「アラム語*で話してください。私たちは理解できますから。城壁

の上の人たちに聞こえる所では，ユダヤ人の言語で話さないでください」。 12 ラブシャケは言っ

た。「わが主人は，これらのことをおまえの主人やおまえだけに話すよう私を遣わしたというの

か。城壁の上に座っている者たちにも話すためではないか。彼らもおまえたちと共に自分の便を

食べ，尿を飲むようになるのだ」。 13 ラブシャケは立って，ユダヤ人の言語で大声でこう叫ん

だ。「アッシリアの王，大王の言葉を聞け。 14 王はこう言っている。『ヒゼキヤにだまされる

な。彼にはおまえたちを救い出すことなどできない。 15 ヒゼキヤが「エホバは必ず救い出してく

ださる。この都市がアッシリアの王の手に渡されることはない」とおまえたちに言ってエホバを


